
報道資料１ 
 

平成 28年 2月 1日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

 

「原子力災害に備えた小千谷市広域避難計画（Ver.1）」を策定しました 

 

「原子力災害に備えた小千谷市広域避難計画（Ver.1）」を平成 28年 1月 29日に策定

しました。 

この計画は、平成 27 年 7 月に新潟県が示した広域避難マッチングを受け、全市民の

避難先（広域避難）を南魚沼市・十日町市・津南町の 2市 1町として策定したものです。

市内 11 地区を地区単位に避難先自治体、主な避難経路、避難経由所、自力で避難がで

きない方のためのバスが迎えに行く一時集合所を設定しました。 

 

■広域避難計画の構成 

第 1章 総則 

第 2章 原子力災害対策の基本事項 

第 3章 市の体制 

第 4章 住民等の屋内退避・避難体制 

第 5章 要配慮者等の避難体制 

第 6章 原子力災害医療 

第 7章 避難者の支援等 

第 8章 今後の課題 

資料編 町内別避難先一覧ほか 

■地区別避難先 

地区名  避難経由所  避難先 人数 

西小千谷地区 

城川地区 
⇒ 

十日町市立中条中学校 

又は 川西総合体育館 
⇒ 十日町市 15,677人 

東小千谷地区 

千田地区 

東山地区 

片貝地区 

⇒ 南魚沼市役所 大和庁舎 ⇒ 南魚沼市 16,321人 

山辺地区 

吉谷地区 

川井地区 

岩沢地区 

真人地区 

⇒ 津南町総合センター ⇒ 津南町 5,473人 

 ※人数は、平成 27年 3月末現在 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市危機管理課原子力安全対策係 担当/丸山・岩淵 

TEL：0258-83-3515  FAX:0258-83-2789 E-mail：bousai@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 28年 2月 1日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

少雪による緊急経済対策（信用保証料の全額補給）を実施します 

 

少雪の影響により経営に支障をきたしている中小企業者の経営の安定化を図るため、

緊急経済対策として、下記の信用保証料の補給を実施し、経営支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参 考》 

 

 

◆融資対象者 少雪による影響で平成 27 年 12 月以降、経営に支障が生じている又は今後

の資金繰り等に支障をきたすおそれがある中小企業者等 

◆資 金 使 途 運転資金 

◆融資限度額 3,000万円 

◆融 資 期 間 7 年以内（据置期間 2年以内） 

◆融 資 利 率 3 年以内 1.25％  3年超 5年以内 1.45％  5年超 7年以内 1.65％ 

◆信 用 保 証 新潟県信用保証協会の保証付き 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市商工観光課商工振興係 担当／岡元・井口 

TEL：0258-83-3512  FAX:0258-83-0871 E-mail：kanko@city.ojiya.niigata.jp 

 

 

■新潟県セーフティネット資金融資要綱第 7条第 2項の表第 9項（少雪要件）に規

定する資金に係る信用保証料の補給 

 ◆対象者     下記のいずれにも該当する中小企業者 

①新潟県セーフティネット資金融資要綱第 7条第 2項の表

第 9項に規定する資金（下記参照）により融資を受ける

中小企業者 

②本市において引き続き 6か月以上事業を営む者 

③納期限の到来した市税を完納している者 

◆信用保証料の補給 100％補給 

 ◆取扱期間       平成 28年 2月 1日（月）～平成 28年 4月 28日（木） 

 

□新潟県セーフティネット資金融資要綱第 7条第 2項の表第 9項（少雪要件）に規定する

資金 
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平成 28年 2月 1日 

 報道機関 各位 

新潟県  新潟県小千谷市役所 

                             小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

「第 40回おぢや風船一揆」を開催します 

 

2 月 27 日（土）～28 日（日）に、第 40 回を迎える「おぢや風船一揆」が開催されます。

カラフルな熱気球が、純白の雪原を鮮やかに彩る「おぢや風船一揆」は、雪の小千谷に春を

呼ぶ風物詩となっています。 

「おぢや風船一揆」では、日本を代表する熱気球大会「2016日本海カップクロスカントリ

ー選手権」が開催され、全国各地から約 40機の熱気球が参加して競技が行われます。 

また、2月 27日（土）の夜には、熱気球・花火・雪灯篭の光の競演「グローバルーンフェ

スティバル」で、幻想的な世界が楽しめます。 

  

■熱気球競技大会「２０１６日本海カップクロスカントリー選手権」（競技フライト） 

◆離陸予定日時   ２月２７日（土） 午前８時、午後２時 

            ２８日（日） 午前８時 

◆会場       西中
にしなか

会場（地図参照） 

 

■雪原イベント 

◆日時       ２月２７日（土） 午前９時００分～午後６時 30分 

              ２８日（日） 午前９時００分～午後３時 

◆会場       平沢会場（コメリ小千谷店北側）（地図参照） 

◆内容       熱気球試乗体験、グローバルーンフェスティバル、でこぼこラ

ンナー、スノートレイン、小千谷縮雪さらし、闘牛ふれあい広

場、凧の絵付け体験、紙熱気球「ぼこ」上げ、ジャンボすべり

台、子供向けイベント、うまいもの広場 ほか  

 

※少雪のため、上記大会及びイベントの内容・スケジュール等が、変更や中止になる場

合があります。 

その際は、改めて連絡いたします。 

  

   

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市商工観光課観光係 担当／佐藤・島峰 

TEL：0258-83-3512  FAX:0258-83-0871 E-mail：kanko@city.ojiya.niigata.jp 
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 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

農商工連携・小千谷産バターナッツかぼちゃのスープ販売決定 

 

小千谷市では市内の農業者が生産した農産物を利用した新たな商品化を支援してい

ます。この度、東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）のグループ企業である、ジェイ

アール東日本フードビジネス株式会社により、ＪＲ東日本の駅構内店舗「ハニーズバー」

の山手線 8店舗において、小千谷産バターナッツかぼちゃのペーストを使用した「バタ

ーナッツかぼちゃのスープ」が 7,000食販売されます。 

ＪＲ東日本グループでは、地域と連携して農村漁村の 6次産業化に向けたものづくり

プロジェクト「のもの１（ワン）－２（ツウ）－３（スリー）」を推進しており、同商

品はその一環として、小千谷市と連携して取り組んだものです。 

商品販売に加えて、2月 1日（月）から 2月 7日（日）の期間は首都圏のＪＲ東日本

線の車内モニター（トレインチャンネル）で同商品の映像広告が放映されます。 

 

■ バターナッツかぼちゃのペーストとスープ 

 

「バターナッツかぼちゃのスープ」   原料となるバターナッツかぼちゃのペースト    

 

★ バターナッツかぼちゃのスープについて 

  ・販売店舗：ジェイアール東日本フードビジネス㈱ 都内のハニーズバー８店舗 

（東京店、恵比寿東口店、渋谷南改札口店、渋谷店、新宿店、池袋山手外回りホー

ム店、池袋山手内回りホーム店、田端店） 

  ・販売期間：２月１日～２０日頃まで（原材料の在庫次第） 

  ・販売価格 Ｓ/２５０円、Ｍ /３００円、Ｌ/３５０円 (税込) 

★ ペースト製造者 

 ・株式会社 松月堂     小千谷市平成 1-3-11  TEL:0258-82-2618 

 ・製造量  約４００ｋｇ 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市農林課農業振興係 担当／細川・新保 

TEL：0258-83-3510  FAX:0258-83-2789 E-mail：nourin-ns@city.ojiya.niigata.jp 
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